
歴史は大河を越え いま、愛が歴史の沈黙を破る.ノ
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-
ご
あ
い
さ
つ

日
中
合
作
映
画
「

完
の
対
局
」
製
作
委
員
会
代
表

徳
間
康
快

日
中
国
交
正
常
化
十
周
年
を
迎
、
え
よ
う
と
す
る
今
、

両
国
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
交
流
が
、
こ
れ
ま
で

に
な
く
大
き
く
進
展
し
て
お
り
、
文
化
の
一
翼
を
担

う
映
画
交
流
を
促
進
す
る
ひ
と
り
と
し
て
、
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
一
記
念
し
て
、
か
ね

て
よ
り
日
中
双
方
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
初
の
合

作
映
画
を
製
作
す
る
次
第
で
す
。
私
は
、
こ
の
映
画

の
上
映
を
通
じ
て
、
相
互
用
解
が
深
ま
り
、
日
中
両

国
の
友
好
関
係
が
よ
り
強
固
に
、
正
し
く
、
子
々
孫

々
に
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
切
に
望
む
次
第
で

す
。
こ
の
映
画
に
込
め
ら
れ
た
精
神
は
、
必
ず
両
国

の
人
々
の
賛
同
を
得
ら
れ
る
も
の
と
確
信
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

中
国
電
影
合
作
制
片
公
司
代
表

李
惟
存

北
京
電
影
制
片
廠
廠
長迂
洋

中
日
両
国
の
共
同
出
資
に
よ
る
合
作
映
画
「
未
完

の
対
局
」
は
、
中
日
両
国
の
三
年
に
わ
た
る
共
同
の

努
力
に
よ
り
、
数
々
の
準
備
工
作
を
経
て
、
具
体
的

な
対
策
を
積
極
的
に
推
進
い
た
し
、
一
九
八
二
年
初

め
に
正
式
に
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。
我
々
は
、

中
国
電
影
合
作
制
片
公
司
、
北
京
電
影
制
片
廠
を
代

表
し
、
こ
の
映
画
の
大
成
功
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
両
国
人
民
の
友
情
を
テ
!
マ
と
す
る
こ
の

映
画
を
、
中
日
両
国
の
ス
タ
ッ
フ
全
員
の
努
力
に
よ

っ
て
、
よ
り
質
の
高
い
作
品
を
、
中
日
国
交
正
常
化
十

周
年
に
献
げ
よ
う
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

中
日
合
作
映
画
の
成
功
の
た
め
、
お
互
い
に
手
を

携
え
努
力
奮
闘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

-
製
作
意
図

こ
の
作
品
は
、
日
中
国
交
正
常
化
十
周
年
(
幻
年

9
月

m
日
)
を
記
念
し
、
両
国
間
の
真
の
友
好
と
親

善
を
深
め
、
さ
ら
に
は
、
二
度
と
再
び
こ
の
よ
う
な

不
幸
な
時
代
が
来
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
人
々
の
平

和
へ
の
熱
い
願
い
と
、
略
奪
ハ
鐘
の
意
味
を
こ
め
な
が
ら
、

こ
こ
に
初
の
日
中
合
作
映
画
を
製
作
す
る
も
の
で
あ

?
匂
。

-
解
説

歴
史
的
に
も
っ
と
も
古
く
か
ら
深
い
関
係
を
持
っ

て
き
た
日
本
と
中
国
ー
ー
ー
し
か
し
こ
の
中
に
あ
っ

て
、
い
く
つ
か
の
不
幸
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。

こ
の
映
画
は
、
日
中
十
五
年
戦
争
を
背
景
に
し
て
、

日
本
と
中
国
の
二
つ
の
家
族
の
出
会
い
と
悲
劇
的
運

命
、
そ
し
て
愛
と
友
情
と
和
解
が
、
両
国
の
美
し
い

風
光
を
舞
台
に
、
壮
大
な
一
大
歴
史
ド
ラ
マ
と
し
て

描
か
れ
る
。
日
中
の
歴
史
上
、
初
め
て
の
本
格
的
合

作
映
画
で
あ
る
。

-
物
語

日
本
の
名
棋
士
松
波
麟
作
と
中
国
の
江
南
の
棋

と
謡
わ
れ
た
況
易
山
は
、
一
九
二
四
年
、
北
京
で
運

命
的
な
出
会
い
を
し
た
。
そ
の
二
人
の
対
局
は
官
憲

に
よ
り
中
断
さ
せ
ら
れ
た
が
、
江
南
の
鯨
麟
児
と
い

わ
れ
る
況
の
息
チ
阿
明
は
、
そ
の
天
分
を
伸
ば
す
た
め

に
、
日
本
の
松
波
の
も
と
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

メ
キ
メ
キ
と
才
能
を
発
揮
し
て
い
く
阿
明
は
、
松

波
の
ひ
と
り
娘
巴
と
い
つ
し
か
愛
を
誓
い
合
う
関
係

と
な
る
が
、
日
中
戦
争
の
激
化
の
な
か
で
、
二
人
の

恋
愛
関
係
は
、
複
雑
な
波
紋
を
周
囲
に
投
げ
か
け
た
。

天
聖
位
の
獲
得
を
契
機
に
、
阿
明
は
祖
国
に
帰
っ
て

銃
を
と
る
決
意
を
し
、
妻
の
巴
を
伴
っ
て
、
密
航
に

よ
る
国
外
脱
出
を
企
て
る
。
し
か
し
、
出
航
を
目
前

に
、
夜
の
埠
頭
で
阿
明
は
射
殺
さ
れ
、
巴
は
憲
兵
に

逮
捕
さ
れ
た
ー
ー
ー
。

戦
後
、
す
べ
て
の
家
族
を
失
な
っ
た
況
は
、
日
本

へ
の
引
揚
船
で
、
息
子
阿
明
の
消
息
を
た
ず
ね
て
焼

跡
の
東
京
を
訪
ね
た
。
だ
が
、
彼
を
待
っ
て
い
た
の

は
、
息
子
の
阿
明
が
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
、
松
波
の

謀
略
で
国
外
脱
出
の
際
、
憲
兵
に
射
殺
さ
れ
た
と
い

う
知
ら
せ
だ
っ
た
。
さ
ら
に
阿
明
の
妻
巴
は
、
発
狂

し
た
姿
で
、
況
の
前
に
現
わ
れ
、
松
波
も
戦
死
し
た

と
聞
か
さ
れ
た
。
や
り
場
の
な
い
怒
り
と
絶
望
の
な

か
で
況
は
、
中
国
へ
帰
っ
た
。

だ
が
実
は
、
松
波
は
生
き
て
い
た
。
と
は
い
っ
て

も
、
す
で
に
碁
は
捨
て
て
酒
ぴ
た
り
の
自
堕
落
な
生

活
だ
っ
た
|
|
|
。

一
九
五
六
年
、
日
中
聞
の
民
間
交
流
が
芽
ば
え
る

中
で
、
況
の
も
と
に
松
波
の
訪
中
が
伝
、
え
ら
れ
た
。

〈
松
波
は
生
き
て
い
た
り
〉
す
べ
て
を
忘
れ
よ
う
と

し
て
き
だ
況
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
複
雑
な
動
揺
を
況

に
も
た
・
り
し
た
。

今
や
廃
嘘
と
な
っ
た
旧
況
家
で
、
松
波
と
況
が
再

会
す
る
や
、
松
波
は
、
誰
に
も
い
え
な
か
っ
た
阿
明

の
射
殺
の
真
相
を
告
白
し
た
。
況
は
た
だ
働
突
す
る

ば
か
り
だ
っ
た
。
し
か
し
、
阿
明
と
巴
の
遺
児
華
林

は
、
明
る
く
育
っ
て
い
た
。
そ
の
孫
娘
に
促
き
れ
る

よ
う
に
、
松
波
と
況
は
、
阿
明
と
巴
の
遺
骨
を
美
し

い
太
湖
に
沈
め
た
。
そ
し
て
い
つ
し
か
二
人
は
、
虚

空
の
盤
の
上
に
、
三
十
年
前
の
打
ち
か
け
の
碁
を
パ

チ
リ
パ
チ
リ
と
打
ち
は
じ
め
て
い
た
ー
ー
ー
。

-
製
作
ノ

l
ト

。
構
想
カ
ら
三
年
、
脚
本
に
二
年
を
費
や
し
、
日
本

と
中
国
の
精
鋭
ス
タ
ッ
フ
が
精
魂
を
か
た
む
け
て
、

撮
影
期
間
五
ヶ
月
、
全
撮
影
行
程
一
万
八
千
キ
ロ
、

総
製
作
費
十
-
一
億
円
を
投
じ
て
製
作
さ
れ
た
日
中
の

歴
史
上
、
初
の
本
格
的
合
作
映
画
。

。
中
国
で
の
日
本
軍
の
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
、
解
放

軍
の
全
面
的
協
力
に
よ
っ
て
、
総
勢
七
、

0
0
0

名

の
モ
ッ
ブ
シ

l

ン
を
敢
行
、
ま
た
上
海
埠
頭
で
の
日

本
人
引
揚
者
の
シ
!
ン
な
ど
加
え
る
と
中
国
で
の
エ

キ
ス
ト
ラ
数
は
延
べ
十
万
人
に
及
ぶ
。
日
本
で
の
戦

後
の
焼
跡
闇
市
な
ど
で
の
モ
ッ
ブ
シ
!
ン
で
は
延
べ

六
、

0
0
0

名
に
及
ぶ
エ
キ
ス
ト
ラ
が
動
員
さ
れ
て

い
マ
匂
。

。
日
本
で
の
ロ
ケ
地
は
丹
後
半
島
、
鎌
倉
、
横
浜
、

横
須
賀
、
東
京
の
ほ
か
、
戦
後
の
闇
市
オ
ー
プ
ン
セ

ッ
ト
は
、
埼
玉
県
の
江
南
村
に
建
設
。

。
中
国
の
で
ロ
ケ
地
は
、
北
京
市
内
、
長
城
(
八
達

嶺
)
、
願
和
園
(
い
わ
え
ん
)
、
上
海
市
内
、
無
錫
(
む

し
ゃ
く
)
、
蘇
州
、
そ
れ
に
外
国
人
に
は
ま
だ
未
開
放

地
で
あ
る
、
家
里
(
れ
い
り
)
、
角
直
(
る
う
ち
い
)
、

震
沢
(
し
ん
た
く
)
と
い
う
古
い
街
並
や
運
河
を
今
に

完
壁
の
ま
ま
残
し
て
い
る
町
で
の
ロ
ケ
な
ど
、
中
国

各
地
で
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
日

中
戦
争
当
時
の
中
国
側
の
門
外
不
出
の
貴
重
な
記
録

フ
ィ
ル
ム
を
提
出
さ
れ
、
歴
史
的
な
話
題
も
呼
ん
で

い

?
Q
。
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